
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｓ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

■子どもたちの心に寄り添いながら活動を■ 

厚木市青少年指導員連絡協議会 会長 川田 房江 

令和６年度は新任指導員23名を含む102名で活動してまいります。今年度も少年少女フェスティバル、野外指

導者養成講習会や育成者交流研修会を企画・実施いたします。ジュニアリーダーの活動を積極的にサポートし、青少 

年関係団体主催事業にも協力してまいります。また連絡協議会の部会等活動（裏面参照）を通じて、青少年指導員としての資質向

上に努めてまいります。 

今を生きる子どもたちの居場所（安心でき、自己存在感を感じられる場所）を作り出し、自己肯定感を高めるためにも、活動を

通して子どもたちに寄り添い、考えていくことが大切だと思います。また、重点目標のジュニアリーダーの育成にも力を注いでい

くこと、思春期の中学生・・高校生の心に寄り添っていくことも、私たち青少年指導員がしなくてはならないことだと思っています。 

これからも目標を達成していくために事業を進めてまいります。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

開催日 令和６年５月12日（日）  会 場 アミューあつぎ・7F 

■依知北地区 
 ＜紙ブーメラン＞ 

みんなで準備 

大盛況でジュニアリーダー大忙し 

自分色のブーメランに出来るかな？ 

ジュニアリーダーに教わって
上手に飛ばせたね 

子どもたちの個性豊かな紙ブーメランが、明るい笑顔と楽しい笑い声と共に、 
空を舞い踊っていました。 

■相川地区 ＜紙ひこうき＞ 

たくさんの親子連れが参加してくれて大盛況でした。 
イベントを通じて他の青少年指導員や応援のジュニアリー
ダーとも交流することができ、楽しい一時を過ごせました。 
 

みんな集中しています！！ 

■睦合南地区 ＜バルーンアート＞ 

バルーンを 
ふくらませて･･･ 

ペンで 

目や口を描くと･･･ 

アンパンマンの完成！ お母さんと一緒に 

■厚木南地区 ＜空気砲＞ 

いっしょにつくろう！ 

ひとりでできた 

まとにあたるかな？ 

■睦合西地区 ＜牛乳パックゴマ・紙コップ工作＞ 

コマはカラフルな色を塗ると回した時にとてもきれいに見えます。 
紙コップは、シールや絵を書いて 
個性豊かな作品ができました。 
４人のジュニアリーダーが 
大活躍の１日となりました。 
 

みんなで協力中 
飛んだ！！ とんだ！！ 

■南毛利地区 ＜ペットボトルけん玉＞ 

どの形にしようかな～ はいった～！！ 見て～  
僕のけん玉 

次のテープは 
青色にしよう 

■森の里地区 ＜スーパー竹とんぼ＞ 

お父さんも子どもも夢中です 

ナイフが使えない小さい子には予
め加工した羽根から、大きい子にはナ
イフの使い方を教えながら作製しても
らいました。大人も子どもも夢中にな
って作っていました。 

自分で作ったスーパー竹とんぼを
飛ばして喜んでいる子どもたちの姿 

を見て嬉しく思
いました。 

■荻野地区 ＜わりばしてっぽう＞ 

わりばしてっぽうできあがり！ つくるのたいへん！ 

コップのまとをねらって！ 
はっしゃ！ 

がんばってつくったよ！ 

あつぎ青少年指導員だより 
令和６（２０２４）年８月１５日 

発行 厚木市青少年指導員連絡協議会 厚木市中町１-１-３  
編集 広報部会    ＴＥＬ ２２５-２５８０ 

第４７号 

本号を含め、これまでの青少年指
導員広報紙はこちらから見ること
ができます  （厚木市HP） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な活動 

5月 少年少女フェスティバル 

6月 
野外指導者養成講習会 

子ども会育成者・インリーダー研修会 

7月 
社会を明るくする運動 

あばしり青少年自然文化体験研修 

9月 
心と街のクリーン作戦 

育成者交流研修会 

10月 
共同募金街頭募金活動 

少年少女球技大会 

１月 厚木市はたちのつどい 
 

青少年指導員はいずれかの委員会・部会に
所属して活動しています。 
また地区の青少年健全育成会のメンバーと

して活動しています。 
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会長  川田 
副会長 難波 
  矢杉 
  花和 

地区会 15地区・定数110人 

厚木北地区 厚木南地区 依知北地区 

依知南地区 睦合北地区 睦合南地区 

睦合西地区 荻野地区 小鮎地区 

玉川地区 森の里地区 南毛利地区 

相川地区 緑ヶ丘地区 南毛利南地区 

 

主な活動 
青少年指導員とともに活動する他、研修を通じて

スキルアップを図っています。 

４月 カウンセラー養成研修会 

５月 少年少女フェスティバル 

6月 子ども会育成者・インリーダー研修会 

７月 
スキルアップ研修会 

あばしり青少年自然文化体験研修 

８月 
ゲーム・レクリエーション研修会 

広域交流研修会 

9月 育成者交流研修会 

10月 少年少女球技大会 

11月 
よこて青少年自然文化体験研修 

にぎわい爆発あつぎ国際大道芸 

１月 厚木市はたちのつどい 

3月 
地区代表者研修会 

宿泊研修会 

 

厚木市ジュニアリーダーズクラブは市内13中学校区ごとに組織され、中

学校1年生から高校2年生までの約130人の会員がいます。 

地域のお兄さんお姉さんとして、児童館や公民館などで子ども会の新入生

歓迎会、クリスマス会などのイベント、地域のさまざまな団体が実施する子

ども向けの催しに協力し、「大人と子どもの架け橋」として活動しています。 

みなさんも一緒にジュニアリーダーとして活動しましょう！！！ 

＜問い合わせ及び申込み先＞ 

厚木市健康こどもみらい部青少年課青少年育成係 

（厚木市中町1-1-3厚木シティプラザ６階） 

電話046-225-2580 

■受け継いだジュニアリーダーを未来へ■ 

厚木市ジュニアリーダーズクラブ連絡協議会 会長 佐藤 
ジュニアリーダーズクラブ連絡協議会 会長の佐藤です。青少年指導員の皆様には日頃からジュニアリーダーを支

えていただき感謝しています。 

新型コロナウイルス感染症により縮小されてしまった研修会も、現在では少しずつ増えてきています。とはいえ、いくつかの

地区ではジュニアリーダーの人数が減り、活動が縮小しています。その中で私が考えているジュニアリーダーの取組は、地区同

士の連携を深め、お互いに支え合える環境を作っていくことです。ジュニアリーダーの伝統的な活動である『なりわい節』やゲ

ームを沢山の仲間とともに未来に繋げていきたいと思います。 

私たちジュニアリーダーも頑張りますので、青少年指導員の皆様もご協力のほどよろしくお願いします。 

 

少年少女フェスティバル 
缶バッジ（左上＆左） 
なりわい節（上） 

研修会の様子  左：講義／上：野外炊事実習 

少年少女フェスティバル 少年少女フェスティバル 少年少女フェスティバル 少年少女フェスティバル 少年少女フェスティバル 少年少女フェスティバル 少年少女フェスティバル 少年少女フェスティバル 
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防犯啓発・かみしばい

紙コップクラフト・どんぐり遊び

なりわい節

缶バッジ

ペープサート・てじな
紙ひこうき

ペットボトルけん玉

スーパー竹とんぼ
わりばしてっぽう

牛乳パックごま・紙コップ工作

バルーンアート

紙ブーメラン

空気砲

（人） ＜楽しかったブース＞ 

1～3歳

12%

4～6歳

36%
7～9歳

34%

10～12歳

16%

13歳以上

2%

＜参加者の年齢＞

＜参加者アンケートより＞ 

文化部会 
 左：ペープサート 
 右：手品 

くらし交通安全課 

厚木スカウト会 

＜広報紙タイトルの変更について＞ 
 

第４７号から青少年指導員の広報紙タイトルを『しどういん』
から『あつぎ青少年指導員だより』に変更してお届けします。 
「青少年指導員の名前を広めたい」「厚木市での活動であるこ

とを伝えたい」との思いが込められています。今後も青少年指導
員の活動を発信していきますのでぜひご覧ください。 

 

※部会内でタイトルの募集を行い、11件の提案がありました。15地区

の投票で本タイトルが最多得票数で採用されました。 

しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん   しどういん  

＜編集後記＞ 
 

５月に行われた「少年少女フェスティバル」の様子を少しでも
早くお伝えするために発行時期を変更しました。同時に紙面構成
も写真を多く掲載し、装い新たな広報紙ができ上がったと思って
います。ものづくりの楽しさが伝わっていれば幸いです。 
これまでの編集作業は広報部員が集まり校正やレイアウトを行

っていましたが、前号からは数回の編集作業をウェブ会議で実施
しています。新たな取組にチャレンジしながら魅力ある広報紙を
目指して活動しています。     （依知南A） 
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